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１．  はじめに 

三重県では，県内企業，大学等の高等教育機関，

行政機関及び支援機関等と連携・協働し，県内企

業の新たな挑戦を支援するために，平成 29 年度

から「みえ産学官技術連携研究会」を発足させた．

研究会の中に具体的な技術課題に取り組む「検討

会」を設置しているが，平成 30 年度に「IoT 活用

検討会」を立ち上げた．  

 

２．  検討会の開催 

 IoT や AI など耳にする機会は増えてきたが，ど

う活用してよいかわからないという声も多いのが

実感である．本検討会を開催するにあたり，まず

IoT や AI を理解して頂く必要があると考えた．そ

こで，検討会初年度である今年度は，IoT の基礎を

学ぶ場と位置付けて検討会を 2 回開催した．その

開催概要を表 1 に示す．第 1 回 IoT 活用検討会で

は，講師に＠ブリッジコンサルティングの橋向博昭

氏をお招きし，ものづくりの現場における IoT の

活用事例を紹介いただきながら，IoT の基礎からや

セキュリティについて講演を実施した．また，第 2

回 IoT 活用検討会では，第 1 回の参加者アンケー

トで関心の高かった AI について，三重大学の高瀬

治彦教授により AI 入門と題して AI の基本と AI

と IoT との関係について講演を実施した．また，

各検討会では表 2 に示す工業研究所の IoT 活用に

向けた取組も紹介し，企業との情報交換を行った．

検討会の参加者は 2 回の開催で延べ 27 名の参加が

あったが，IoT への取組状況は多様であり，企業が

求めるニーズも様々なステージがあることがわか

った. 

 
  図 1 第 1 回検討会での講演の様子 

 
  図 2 第 2 回検討会での情報交換の様子 

３．  今後の取り組み 

 検討会を通じて企業の IoT 活用への関心の高さ

が伺えた.しかしながら，IoT を活用して解決した
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い課題は企業ごとに異なり，IoT への取組状況も

異なる．今年度は基礎的な部分に焦点を当て、関

心のある企業や取り組み始めた企業向けの内容で

実施したが，今後は実際に IoT 活用に取り組んで

いる企業を想定した内容で開催を計画し，企業の

要望に対して情報提供を行いつつ、課題解決に向

けた具体的な IoT 活用支援に取り組む．  

表 2 工業研究所の IoT 活用に向けた取組 

      

表 1 平成 30 年度に開催した IoT 活用検討会 

検討会 開催日 場所 内容 
参加 

者数 

第 1 回 

IoT 活用検討会 

平成 30 年 

11月16日 

工業研究所 

大会議室 

・講演「IoT の基礎から活用事例、セキュリ

ティーまで」 

・IoT に関する工業研究所の取組紹介 

・意見交換等 

 

 13 名

第 2 回 

IoT 活用検討会 

平成 31 年 

3 月 7 日 

工業研究所 

中会議室 

・講演「AI 入門 ～その基本と IoT との関

係～」 

・AI に関する工業研究所の取組紹介 

・意見交換等 

 

 14 名

認識部分抽出 ２値化 


